
（別紙４）

～ 令和7年2月28日
（対象者数） 4 （回答者数） 0

～ 令和7年2月28日
（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 令和7年2月28日
（対象数） 5 （回答数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・職員の各種研修への参加を推進し、職員の質,支援の質の充
実を図っていく

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・施設側との綿密な連携強化

2

3

○事業所名 児童発達支援事業所 ここ園

○保護者評価実施期間 令和7年2月1日
○保護者評価有効回答数

令和7年2月1日
○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年3月16日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数
○訪問先施設評価実施期間 令和7年2月1日

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・支援事業者として、支援の内容、主旨等の周知ができていな
かったと反省する

・幼稚園・保育所・学校との連携連携が不十分であったため保
育所等訪問の趣旨、目的等の理解ができていなかった。

・児発官、職員の対応により、不登校児童の受け入れが少しづ
つ動き始めている。四月からは臨床心理士が配置され、メンタ
ル面のフォローも充実していくものと思われる。

事業所における自己評価総括表公表


